
次世代インフラ市民協働プラットフォーム
（My City Report）

【東京大学、合同会社Georepublicと連携】
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次世代インフラ市民協働プラットフォーム
（My City Report）

• 千葉市と全面的に連携し、「ちばレポ」をベースにしつつもさらに機械学習、IoT
や最適資源配分等の機能を組込んだオープンソースベースの次世代型の市民
協働プラットフォームを開発し、全国の地方自治体に展開を目指す
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もちろん、市民だけでなく行政も頑張る

• AI、IoTで道路管理車両等に搭載したスマホから自動的に傷を検出し、サーバー
で共有。その後、道路管理者が傷の程度を確認し、教師データに。
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2017年1月19日
千葉市・東大プレ

ス資料より



2019/11/29

祝！MCRコンソーシアム運
用開始（2019年4月）

（一社）社会基盤情報流通推進協議会
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資料4



入会・運用状況

自治体名 市民投稿 道路損傷 入会日

千葉県千葉市 2019年9月2日
2019年9月2日
（試験運用）

2019年4月

滋賀県大津市 × 2019年6月20日 2019年4月

石川県加賀市
2019年6月1日
（試験運用）

2019年9月15日
（試験運用）

2019年4月

和歌山県
2019年9月2日
（試験運用）

× 2019年6月

岩手県花巻市 ×
2019年8月1日
（試験運用）

2019年6月

広島県東広島市 2019年11月1日 2019年11月1日 2019年8月



運用状況（千葉市台風15号で活用！）



MCRが自治体横展開の典型として9月3日自治体ピッチで紹介



東京都の大学研究者による事業提案制度に選定
（MCR+MCC：2019～2021年度）
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